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第１章 整備基本方針の策定にあたって 

 

１ 整備基本方針策定の背景と趣旨 

  近年の急速な少子高齢化の進行の中、核家族化、男女共同参画に伴う女性の社会

進出の増加、勤務形態の多様化、地域社会のつながりの希薄化等により、子どもと

子育て家庭を取り巻く状況は大きく変化し複雑化しています。こうした状況の中、

教育・保育施設に対する保護者の要望も多様化しており、その需要も増加していま

す。 

本市におきましては、現在、公立の教育・保育施設として幼稚園５施設、保育所

１７施設、認定こども園６施設で就学前教育・保育を行っていますが、老朽化が著

しい施設が多く、最も古い富岡保育所では築５２年、羽ノ浦さくら保育所が築５１

年、横見保育所が築４９年をそれぞれ経過しているなど、昭和５６年以前の旧耐震

基準で建築された施設が半数以上となっています。保護者の皆様や現場の保育士か

らも早急に対策が必要であるとの切実な声も届いているなど、施設整備は喫緊の課

題となっています。 

  このような状況を踏まえ、速やかに安心で快適な保育環境を実現するため、幅広

い選択肢のもと全市的な視点に立って、今後の施設整備の基本的な方向性を定める

ことが必要であるとの認識から、今後の阿南市における施設整備のあり方を定め、

各地域の皆様の協力のもと施設整備事業を計画的に推進していくため、阿南市子ど

も・子育て会議での検討や国から示された「新子育て安心プラン」を踏まえた本市

における教育・保育施設整備の基本的な方針を明らかにするため策定するものです。 

 

２ 整備基本方針の位置づけ 

本整備基本方針の策定にあたっては、本市の上位計画である阿南市総合計画にお

ける幼稚園と保育所の認定こども園への移行等による財政の効率化や民間活力の導

入などの行政経営の視点に立った改革の推進、また、令和２年３月策定の第２期阿

南市子ども・子育て支援事業計画における認定こども園化年次計画、令和３年２月

策定の阿南市建物系公共施設個別施設計画との整合性を踏まえつつ、阿南市人口ビ

ジョンを見据えて策定するものです。 
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第２章 市内公立教育・保育施設の現状と課題 

 

１ 本市の教育・保育施設整備に関するこれまでの取り組み 

⑴ 公立の幼稚園と保育所を統合した認定こども園化の推進 

   急速に少子化が進行する中、保育所においては保育サービスの一層の充実が求

められています。一方、幼稚園においては保育ニーズの増大を背景に公立・私立

ともに定員割れが続いていることなどから、本市ではこれまで、公立幼稚園・保

育所の認定こども園への移行を進めており、現在６園の公立認定こども園が開設

されています。幼稚園・保育所としてこれまで培われてきた知識・技能など双方

の良さを生かし、認定こども園ならではの質の高い教育・保育の提供に努めてい

ます。 

 

開設年月 認定こども園類型 名称 統合施設 

平成１６年４月 保育所型認定こども園 今津こどもセンター  

平成２０年４月 保育所型認定こども園 平島こどもセンター  

平成２５年４月 幼保連携型認定こども園 橘こどもセンター 橘幼稚園/橘保育所 

平成２９年４月 保育所型認定こども園 岩脇こどもセンター すみれ保育所/こばと保育所 

平成３１年４月 保育所型認定こども園 新野こどもセンター 新野幼稚園/新野保育所 

令和 ２年４月 保育所型認定こども園 宝田こどもセンター 宝田幼稚園/宝田保育所 

 

⑵ 羽ノ浦地区における老朽化した保育所の公立と私立両面からの整備促進 

    厳しい財政状況のもと、安心で快適な保育環境を可能な限り速やかに提供する

ため、羽ノ浦地区において「公立・私立」両面からの施設整備に取り組んでいま

す。 

公立保育所の建て替えによる環境整備とともに民間保育園の誘致を積極的に進

め、公立と私立両面からのバランスの取れた保育環境の充実・整備を図ることに

より保護者の幼児教育・保育施設に対する選択肢を拡大し、トータルとして公立

保育施設における環境の充実、質の向上、保育士の処遇改善等を図り、多様化す

る保育ニーズへの対応に努めています。 

なお、公立保育所の整備にあたっては、「新子育て安心プラン」の理念をふま

え整備を図ることとします。 

設置主体 羽ノ浦くるみ保育所・羽ノ浦さくら保育所の老朽化に伴う施設整備 

公立 羽ノ浦春日野グラウンドを第一候補として検討中 

私立 民間からの公募を実施し、私立認定こども園の施設整備を実施中 
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 ２ 施設の老朽化 

   現在、本市では、公立の教育・保育施設として幼稚園５施設、保育所１７施設、

認定こども園６施設の計２８施設で就学前教育・保育を行っています。そのうち、

１７施設が築４０年を経過しており、全体的に老朽化が進んでいます。 

         阿南市公立教育・保育施設の状況（建築年順）    R4.4 現在 

経過年数 施設名称 入所児童数 建築年 耐震・大規模改修 

５２ 富岡保育所 ７４ 昭和４５年 平成 ４年 

５１ 羽ノ浦さくら保育所 １１１ 昭和４６年～５１年   

４９ 富岡幼稚園 ３５ 昭和４８年～５３年 平成２１年 

４９ 横見保育所 １３ 昭和４８年 平成 ６年 

４８ 寿保育所    ４ 昭和４９年 平成２９年 

４８ 本庄保育所 １７ 昭和４９年 平成 ７年 

４７ 大野幼稚園 ２０ 昭和５０年   

４６ 明星保育所 ７１ 昭和５１年 平成 ９年 

４６ 羽ノ浦くるみ保育所 １０７ 昭和５１年   

４４ 椿保育所    ８ 昭和５３年   

４３ 長生保育所 ２８ 昭和５４年   

４３ 横見幼稚園 １９ 昭和５４年   

４２ 加茂谷幼稚園 １４ 昭和５５年   

４２ 中野島保育所 ２０ 昭和５５年   

４２ 桑野保育所 ５９ 昭和５５年   

４１ 宝田こどもセンター ６８ 昭和５６年   

４０ 大野保育所 ３３ 昭和５７年 平成１７年 

３６ 伊島保育所    ０ 昭和６１年   

３４ 見能方保育所 ３２ 昭和６３年   

３４ 津乃峰保育所 ３０ 昭和６３年   

３２ 見能林幼稚園 ５２ 平成２年   

３２ 山口保育所    ９ 平成２年   

３１ 福井保育所 ２０ 平成３年   

２１ 新野こどもセンター ４８ 平成１３年   

１８ 今津こどもセンター ６６ 平成１６年   

１４ 平島こどもセンター １４６ 平成１９年～２０年   

９ 橘こどもセンター ４９ 平成２５年   

５ 岩脇こどもセンター １３４ 平成２９年   
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 ３ 阿南市の人口と就学前児童人口の推移・将来の見通し 

  ⑴ 直近７年間の推移 

   本市の令和３年４月１日時点の総人口は７１，３３６人で、平成２７年以降、一

貫して減少しています。 

   就学前児童人口（０歳児から５歳児まで）をみると、令和３年４月１日時点では

２，８５０人と、平成２７年と比較して７４１人減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 将来人口推計（社人研「国立社会保障・人口問題研究所」推計準拠）に基づく将 

来の見通し 

   社人研によると、令和４２年（2060 年）の阿南市の総人口は、約３８，０００

人まで減少すると推計されます。就学前児童人口推計においては、令和２７年

（2045 年）頃に２，０００人を切り、令和４２年（2060 年）には１，３５１人

と、令和２年比で、４割程度まで減少するものと想定されます。 
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⑶ 地区ごとの入所児童数（推計） 

  各地区における人口推移（０歳から９歳推計）を基に、４０年後（２０６０年）ま

での就学前（０歳から５歳）の各地区における入所児童数を推計しました。 

 

  

各地区における人口推移（０歳から９歳推計）

2020(R2)年 2025年 2030年 2040年 2060年

富岡 749 650 577 466 252
宝田 215 200 200 196 161
中野島 333 261 237 183 101
長生 169 147 125 98 53
大野 143 127 108 77 40
加茂谷 69 55 39 23 5
桑野 253 197 183 156 105
見能林 804 718 653 550 332
新野 127 94 73 48 15
福井 78 71 58 42 14
椿 45 33 27 14 4
橘 120 97 76 53 19
那賀川 813 741 680 586 364
羽ノ浦 1,275 1,146 1,112 1,044 873

計 5,193 4,537 4,148 3,536 2,338

令和２年４月 令和３年４月 令和４年４月 2025年 2030年 2040年 2060年

富岡保育所 84 86 74

富岡幼稚園 62 52 35

寿保育所 8 8 4

（私立４施設） 216 221 209

計 370 367 322

宝田こどもセンター 81 66 73

（私立２施設） 115 122 131

計 196 188 204

明星保育所 68 74 71

中野島保育所 23 20 20

横見保育所 24 17 13

横見幼稚園 28 23 19

計 143 134 123

本庄保育所 10 14 17

長生保育所 29 29 28

計 39 43 45

大野保育所 33 30 33

大野幼稚園 27 28 20

計 60 58 53

加茂谷幼稚園 16 17 14

計 16 17 14

17

13 9 5 1

大
野

加
茂
谷

53 45 32

地区名 施設名称
入所児童数 入所児童数（推計）※

富
岡

321 285 230 124

宝
田

182 182 179 147

79 43

長
生

34 29 23 12

中
野
島

112 102

＊「阿南市人口・世帯数推計報告書（令

和２年３月）」地区別人口推計による０歳

から９歳の人口推移を抽出 
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＊各地区における人口推移（０歳から９歳推計）から推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑野保育所 71 75 59

山口保育所 15 11 9

計 86 86 68

見能方保育所 45 40 32

見能林幼稚園 53 56 52

津乃峰保育所 56 48 30

（私立２施設） 145 147 141

計 299 291 255

新野こどもセンター 56 59 51

計 56 59 51

福井保育所 32 29 20

計 32 29 20

椿保育所 12 12 8

伊島保育所 2 0 0

計 14 12 8

橘こどもセンター 58 53 50

計 58 53 50

今津こどもセンター 73 74 66

平島こどもセンター 175 160 149

（私立１施設） 71 78 72

計 319 312 287

羽ノ浦くるみ保育所 112 100 107

羽ノ浦さくら保育所 125 114 111

岩脇こどもセンター 140 142 136

（私立３施設） 168 172 187

計 545 528 541

桑
野

67 62 53 36

見
能
林

267 243 205 123

新
野 41 32 21 7

福
井 29 24 17 6

椿

10 8 4 1

橘
47 37 26 9

那
賀
川

291 267 230 143

羽
ノ
浦

490 475 446 373
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第３章 国における議論「人口減少地域の保育の在り方」 

 

 国における昨今の保育行政は、待機児童解消を目的とした「保育の受け皿整備」と、

子どもの健やかな育ちを支える観点から「保育の質の確保・向上」を両輪として施策を

講じてきました。こうした中、待機児童数は着実に減少を続けており、今後は、「新子

育て安心プラン」（令和２年１２月２１日策定・計画期間令和３年度から令和６年度）

により、地域の特性に応じた支援を進めていくこととされています。 

 また、子どもの数や生産年齢人口の減少、地域のつながりの希薄化等を踏まえ、「地

域における保育の提供の在り方」を検討することを求めています。 

 

１ 人口減少地域等において、必要な保育を確保していくための方策について 

 〇 市町村では、保育所等の統廃合・規模縮小、公立保育所の在り方の検討などの対

応が必要となる。 

 〇 子育て支援機能がなくなった地域は、若年層の流出を招き、いずれは消滅する恐

れがあるため、既存施設は保育機能だけでなく、子育て全体を支える機能を備えつ

つ、集約化がなされなければならない。 

 〇 子育て家庭のニーズに対して、短期的に必要となる取り組みと、中長期的な対応

の両方の観点からの検討が必要。 

 〇 出生数なども踏まえた上で、施設数や定員数などを適切に計画する必要がある。 

 

２ 地域で子育て世帯が孤立しないために、保育所等を利用していない子育て世帯に対

する保育所が担うべき役割について 

 〇 保育所は、地域における最も身近な児童福祉施設として、より多機能化が必要で

あり、情報提供だけでなく、多世代交流の場としての施設の活用が必要。 

 〇 保育所を地域の交流の場所として提供し、園庭の解放、子育て支援、未就園児と

就園児の交流などへの取り組みの検討。 

 

３ 保育の現場で多様化するニーズについて 

 〇 医療的ケア児を含めた待機児童の解消を図るための仕組みが必要。 

 〇 保育所等の空き教室を利用した発達支援事業の開設。 

 〇 家庭環境に特別な配慮が必要な家庭を支援するための体制づくりが必要。 
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第４章 今後の施設整備に係る基本方針 

 

本市における教育・保育施設の施設整備については、「阿南市建物系公共施設個別

施設計画」及び「第２期阿南市子ども・子育て支援事業計画」により、認定こども園

化を含めた施設整備を計画しており、今後、将来を見据えた適切な規模による施設整

備を行い、きめ細やかな保育を求める保護者ニーズをしっかりと受け止めつつ、人口

減少地域における保育の在り方を含め、本市の課題である耐震化及び老朽化等の問題

を解決する必要があります。 

 

１ 教育・保育施設の現状と個別施設計画策定時の方針 

   本市における公立の教育・保育施設については、市内２８施設のうち１７施設が

築４０年を経過しており、老朽化に伴う施設整備が喫緊の課題となっています。 

  令和３年２月策定の建物系公共施設個別施設計画において、現在、「羽ノ浦地区

施設整備計画」により整備方針を定めている羽ノ浦さくら保育所及び羽ノ浦くるみ

保育所を第１期計画期間とし、その他１６施設については、その計画方針を第２期

及び第３期計画期間としています。 

 

＊第１期計画期間：令和  ３年度～令和  ８年度                

第２期計画期間：令和  ９年度～令和１８年度 

第３期計画期間：令和１９年度～令和２８年度 

施設名称
経過

年数

個別施設計画

（方針）

個別施設計画

（計画期間）

富岡保育所 52 富岡幼稚園との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

羽ノ浦さくら保育所 51 羽ノ浦地区において公立と私立両面からの施設整備を協議中 第１期計画期間

横見保育所 49 横見幼稚園との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

富岡幼稚園 49 富岡保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

寿保育所 48 認定こども園への統合も含め検討 第２期計画期間

本庄保育所 48 長生保育所と統合し、認定こども園化を協議中 第２期計画期間

大野幼稚園 47 大野保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

明星保育所 46 中野島保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

羽ノ浦くるみ保育所 46 羽ノ浦地区において公立と私立両面からの施設整備を協議中 第１期計画期間

椿保育所 44 適切に維持管理を行う ―

長生保育所 43 本庄保育所と統合し、認定こども園化を協議中 第２期計画期間

横見幼稚園 43 横見保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

中野島保育所 42 明星保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

桑野保育所 42 適切に維持管理を行う ―

加茂谷幼稚園 42 大野保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

宝田こどもセンター 41 R2.4.1宝田幼稚園と統合し、保育所型認定こども園として事業を実施中 第３期計画期間

大野保育所 40 大野幼稚園、加茂谷幼稚園との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

伊島保育所 36 適切に維持管理を行う ―

津乃峰保育所 34 適切に維持管理を行う ―

見能方保育所 34 見能林幼稚園との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

山口保育所 32 適切に維持管理を行う ―

見能林幼稚園 32 見能方保育所との統合による認定こども園化の検討 第２期計画期間

福井保育所 31 適切に維持管理を行う ―

新野こどもセンター 21 H31.4.1新野幼稚園と統合し、保育所型認定こども園として事業を実施中 第３期計画期間

今津こどもセンター 18 H16.4近隣保育所、幼稚園を統合し、認定こども園として事業を実施中 ―

平島こどもセンター 14 H20.4近隣保育所、幼稚園を統合し、認定こども園として事業を実施中 ―

橘こどもセンター 9 H25.4橘幼稚園と統合し、幼保連携型認定こども園として事業を実施中 ―

岩脇こどもセンター 5 H29.4羽ノ浦すみれ保育所と羽ノ浦こばと保育所を統合し、認定こども園として事業を実施中 ―
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２ 今後の施設整備にあたっての基本的な考え方 

 

⑴ 公立の幼稚園と保育所の統合による認定こども園化の推進 

    公立幼稚園・保育所を従来と同様の規模で維持していくことは、老朽化した全

ての施設の更新が必要となり、財政負担も大きくなります。本市としては、少子

化が進み、子育て世代の働き方が多様化していく中で、保護者のニーズに対応し

た施設整備が求められることから、今後、公立の幼稚園、保育所を統合し、幼児

教育・保育のサービスを一体的に受けられる認定こども園化を推進し、幼稚園・

保育所としてこれまで培われてきた知識・技能など双方の良さを生かし、認定こ

ども園ならではの質の高い教育・保育の提供に努めていきます。 

 

  ⑵ 地域特性を踏まえた整備のあり方 

   ① 将来の地区別児童数推計を踏まえ、市内１４地区又は中学校区など地域の実

情に応じたエリア単位で整備計画を策定します。 

② 市内における「都市部エリア」と「周辺部エリア」の整備方針の類型化を行

います。 

③ 地域に開かれた子育て世帯を含む多世代交流を可能とする施設や小１プロブ

レムなどの課題解決につながる保育所以外の機能施設との統合など、将来を見

通した新たな・多様な保育ニーズに対応し、現状の課題解決につながる施設整

備を行います。 

 

  ⑶ 公立と私立の両面からの整備促進 

    子育てに関する新たなニーズや在宅子育て家庭への一層の支援、また、公立施

設として必要な役割を確実に果たすことが求められる中、その財源を確保する観

点からも公立施設としてのあるべき姿を再検討し施設の集約化を図りながら、民

間事業者の力を最大限に引き出すことが必要です。 

    今後、安心で快適な保育環境を可能な限り速やかに提供するため、公立保育所

の建て替えによる環境整備とともに「都市部エリア」を中心に、民間保育園の誘

致や公私連携型保育所の導入など、公立と私立両面からのバランスの取れた保育

環境の充実・整備を図ることにより保護者の幼児教育・保育施設に対する選択肢

を拡大し、トータルとして公立保育施設における環境の充実、質の向上、保育士

の処遇改善等を図り、多様化する保育ニーズへの対応に努めます。 
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３ 地区別の整備基本方針 

 

 将来の人口推計から、４０年後の教育・保育施設への地区別入所児童数を推計し、

地区ごとに地域の特性に応じた支援を実施するため、「都市部エリア」と「周辺部エ

リア」に類型化した上で、各地区の基本的整備方針を示します。 

 

○エリア区分 

都市部エリア  

富岡地区・宝田地区・中野島地区・見能林地区・那賀川地区・羽ノ浦地区 

周辺部エリア  

長生地区・加茂谷地区・大野地区・桑野地区・新野地区・福井地区・椿地区・橘

地区 

 

○整備に向けての方針 

都市部エリア 

羽ノ浦地区を参考にエリア単位で、公立と私立の両面から整備を進めていきます。

また、老朽化した公立施設は、認定こども園化を含めた上で統合し、集約化していき

ます。さらに、那賀川地区などの比較的新しい公立施設は、公私連携保育所（公設民

営）制度の導入を検討し、富岡地区は、ＪＲ阿南駅前の再整備も含めた検討を行いま

す。 

周辺部エリア 

個別施設計画に準拠し、既存施設を適宜メンテナンスしながら長寿命化を実施して

いきます。経年劣化により老朽化が進行した施設については、中長期的には当該地域

における既存公共施設（小中学校、公民館等）との統合、複合化も視野に入れた検討

を行います。また、比較的新しい公立施設は、公私連携保育所（公設民営）制度の導

入を検討していきます。 

 

 ○施設整備実施計画の作成 

「都市部エリア」及び「周辺部エリア」の全地区において、「地区単位」又は「中

学校区単位」など、地域の実情に応じた形で、具体的な施設整備計画を策定し、施設

整備に取り組むこととします。 

現在、「羽ノ浦地区」は、公立・私立の両面からの施設整備を進めており、今後、

公私連携保育所（公設民営）制度の導入についても検討します。 
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令和４年４月 5年後 10年後 20年後 40年後

富岡保育所 74

富岡幼稚園 35

寿保育所 4

（私立４施設） 209

計 322

宝田こどもセンター 73

（私立２施設） 131

計 204

明星保育所 71

中野島保育所 20

横見保育所 13

横見幼稚園 19

計 123

見能方保育所 32

見能林幼稚園 52

津乃峰保育所 30

（私立２施設） 141

計 255

今津こどもセンター 66

平島こどもセンター 149

（私立１施設） 72

計 287

羽ノ浦くるみ保育所 107

羽ノ浦さくら保育所 111

岩脇こどもセンター 136

（私立３施設） 187

計 541

本庄保育所 17

長生保育所 28

計 45

大野保育所 33

大野幼稚園 20

計 53

加茂谷幼稚園 14

計 14

桑野保育所 59

山口保育所 9

計 68

新野こどもセンター 51

計 51

福井保育所 20

計 20

椿保育所 8

伊島保育所 0

計 8

橘こどもセンター 50

計 50

大
野

53 45 32 12

椿

10 8 4 1

橘
47 37 26 9

新
野 41 32 21 7

福
井 29 24 17 6

13 9 5 1

桑
野

67 62 53 36

○「羽ノ浦地区施設整
備計画」策定済

「公立・私立」両面か
らの施設整備を実施中

周
辺
部
エ
リ
ア

長
生

34 29 23 12

〇個別施設計画に準拠し、既存
施設を適宜メンテナンスしなが
ら長寿命化を実施

〇経年劣化により老朽化が進行
した施設については、中長期的
には当該地域における既存公共
施設（小中学校、公民館等）と
の統合・複合化も視野に検討

〇比較的新しい公立施設は、公
私連携保育所（公設民営）制度
の導入を検討

地域の実情に応じて
具体的な施設整備計画
を策定し、施設整備に
取り組む

加
茂
谷

羽
ノ
浦

490 475 446 373

○公私連携保育所（公設民営）
制度の導入を検討

見
能
林

267 243 205 123

那
賀
川

291 267 230 143

182 182 179 147

中
野
島

112 102 79 43

施設整備実施計画

都
市
部
エ
リ
ア

富
岡

321 285 230 124

〇羽ノ浦地区を参考にエリア単
位で「公立と私立」両面からの
整備

〇老朽化した公立施設は、認定
こども園化を含め統合集約化

〇那賀川地区などの比較的新し
い公立施設は、公私連携保育所
（公設民営）制度の導入を検討

〇富岡地区は、JR阿南駅前再整
備も含めた検討

地域の実情に応じて
具体的な施設整備計画
を策定し、施設整備に
取り組む

宝
田

エリア 地区名 施設名称
入所児童数 入所児童数（推計）※

整備に向けての方針
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４ 整備に係る優先順位の考え方 

 

施設整備の優先順位については、施設の老朽度合いのほか、将来の教育・保育ニー

ズの将来推計、整備用地確保の可能性を含めた立地条件、保護者はじめ関係者のコン

センサスなどを考慮し、総合的に判断して定めます。 

なお、比較的築年数が新しい施設については、その状況に応じて必要な大規模改修

を行い、施設の長寿命化を図る必要があります。 

 

 

 

判断要件 

① 保育施設の築年数に基づき、今までの改修状況を確認した上での現地調査 

② 保育の需要に対して量的充足状況や将来の人口推移による保育のニーズ 

③ 駐車場のスペース等の確保状況や保育施設への交通アクセスの利便性及び新たに整 

備する場合の現実的な選択地の有無 

④ 耐震基準を満たしている施設や施設の築年数が新しい施設は、状況に応じた改修 

 

①から④を総合的に判断し、整備の必要性、事業規模の予測、事業の容易性及び保護者

や地元住民との合意形成を考慮し、整備の優先順位を判断します。 

 

 

 

 

 

① 建物年次 ② 需要 ③ 立地条件

・交通アクセスの利便性

・新たな整備の場合の適地選定

　の実現性・具現性

④事業方法選択 ・安全性

・建て替え

・大規模改修

・経過年数

・改修状況

・現地調査

・充足状況

・入所児童数の推移

・将来需要

整備の優先順位

事業の必要性・事業規模の見込み・事業容易性・関係者（保護者・地元）の合意形成
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５ 具体的な整備計画の策定に向けて 

 

本市における公立幼稚園・保育所の施設整備計画は、「子どもとともに輝く阿南」

の実現に向けて、将来を担う子どもたちを健やかに育てていく上で、ハード・ソフト

両面において望ましい就学前教育・保育環境を提供することを第一としなければなり

ません。そのため、本整備基本方針に基づき、各地区ごとに施設整備に係る課題を検

討し、民営化及び統合・再編も視野に入れ、施設整備に取り組むものとします。 

本整備基本方針については、子どもや子育て家庭を取り巻く環境、社会・経済情勢、 

国の政策動向などの様々な状況の変化を踏まえ必要に応じ、適宜見直しを行うものと 

します。 

 

 


